
令和元年総社市市民提案型事業
ひきこもり予防・支援事

業

～ 事 業 報 告 ～



事業目的

1. 区分や、差別のない空間の中で、
安心して楽しむことができる場所の提供

2. 自分とは関係ないと思っている方にも
関心を集め、生きづらさを抱えた方が
孤立しないよう呼びかけるとともに、
社会復帰しやすいあたたかい街づくり

3.  三代でとともに考えることができる時間づくり

予防 支援

1. 通年の相談

2. 窓口となり専門へつなげる

3. 当事者及び身辺の方への心身のフォロー



1.通年の相談・支援・助言

不登校・職場復帰

疾患や障害

就労が続かない

認知症

関わる家族や周囲の方

LINE
Messenger
電話

面会



2.総社市と連携・福祉へつなぐ窓口となる

・総社市ひきこもり支援検討委員会
・支援者ワーキング
・ひきこもり支援サポーター『ほっとも』

総社市のひきこもりの実態把握
協力機関の活動方針等の把握

方向性の確認



3.イベント

① 好きなことをみつける日 五感にアピールする趣味
６月３０日（日）総社市総合福祉センター
１０：００～１５：３０

② 癒しの泉があふれるＬＩＶＥ 第３回音楽講演会
１２月１５日（日）サンロード総社
１４：００～１６：３０



技術
ドローン

参加者５名

お菓子作り

参加者１０名



ハンドメイド
トトロの森

参加者２３名



癒しアロマ

参加者１０名

ハンドメイド
ハーバリウム

参加者１７名



音楽ブース
体験自由

パ書テル・写真
観覧自由



参加人数 84名
最高年齢 91歳
最小年齢 10歳



今年度の成果

・年齢層が広がり、参加者が増えた。
・区分を持たず誰でもが楽しめる空間を提供できた。
・気軽に日常の悩みが話せる場を提供できた。
・心のバランスの呼びかけができた。
・総社市や、他市の団体との連携がとれるようになった。



3年間の課題・成果

① ひきこもりや生きづらさを抱えた方がいることを、
多くの方に伝えることができた。 （約300人程度）
・発達障害や精神障害の方はひきこもりやすい傾向があり、
以外にも身近に多い。
・ひきこもり傾向であっても、原因や状態に気づかない家族も多い。
・うつ状態が長引くとひきこもりや不登校になりやすい。
（早期発見・早期対応が重要。）
・総社市には相談するところがある。

②自立することのきっかけや、好きなことをみつけるということの
大切さを伝える。
・イベントに参加していただけた方には、感動と共にわかりやすく
伝えれた。（アンケート結果より）

③社会の壁を感じないあたたかい安心できる場所を提供する。
・関わる人へ恐怖感を軽減する（人間はあたたかいと感じれる場）
・健常者の日常生活の中で、このような方々がいることを理解し、
あたたかい思いやりを持って接して欲しいと伝えれた。

（家庭や地域との関わり方により、社会復帰しやすくなる）

今後の課題

①今後の社会は大きく変わることにより、
支援や予防の方法も同時に変わる。
性別・年齢・環境などを十分に情報収
集し、当事者のニーズに合わせること
が重要。

②総社市のひきこもりや不登校支援・
予防に協力しながら、優しくあたたか
い町づくりにつなげる活動を継続して
いく。

ご清聴ありがとうございました


